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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第89期
第２四半期
連結累計期間

第90期
第２四半期
連結累計期間

第89期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 19,292,636 18,571,253 43,335,618

経常利益又は経常損失（△） (千円) 74,158 △217,954 988,355

当期純利益又は四半期純損失
（△）

(千円) △173,079 △256,963 61,814

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △386,566 △309,481 △99,982

純資産額 (千円) 10,050,203 9,909,551 10,336,428

総資産額 (千円) 56,605,844 56,776,057 56,909,890

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △12.22 △18.15 4.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.6 17.3 18.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 305,341 366,583 2,655,410

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △879,026 △706,665 △1,785,391

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 334,547 207,193 267,289

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,529,274 4,772,619 4,905,833

　

回次
第89期
第２四半期
連結会計期間

第90期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額 (円) 5.84 6.73

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第89期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないこと、また１株当たり四半

期純損失のため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況の中、生産、

輸出、個人消費に持ち直しの動きが見られたものの、雇用情勢は依然として厳しく、また、電力供給の制約

や原子力災害の影響、海外景気の下振れ懸念、円高の影響等多くのリスクが存在することから依然として

予断を許さない状況となっております。

こうした経済情勢の中、当社を取り巻く経営環境は、物流業界では輸出の動向に伴い港湾運送において

は緩やかな回復傾向にあるものの、営業倉庫、トラック輸送については足踏み状態が続いております。新

聞印刷業界では発行部数の減少、企業の広告経費削減に伴う印刷ページ数の減少により厳しい状況が続

いており、また、一般・商業印刷業界においても企業の広告経費削減に伴う価格競争の激化により厳しい

状況が続いております。

このような経営環境に対応すべく、当社グループは、原点である経営理念の「顧客に対する最高のサー

ビス」、「適正利潤の追求」、「眞に働きがいのある会社」に立ち返り、取組みを行ってまいりました。

この結果、第２四半期連結累計期間における売上高は18,571百万円（前年同四半期比3.7％減）、営業

損失は60百万円(前年同四半期は営業利益283百万円）、経常損失は217百万円(前年同四半期は経常利益

74百万円）、四半期純損失は256百万円（前年同四半期は四半期純損失173百万円）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①物流事業

当事業のうち、倉庫部門につきましては、物流センターの取扱量が減少し、売上高は1,298百万円（前

年同四半期比8.5％減）となりました。港湾フォワーディング部門につきましては、原発事故にともな

う放射能の影響で輸出貨物量の減少があったものの、その後、輸出貨物における荷動きも着実に回復し

たことにより増加し、売上高は3,030百万円（前年同四半期比1.9％増）となりました。運輸部門につき

ましては、地震により被災した事業所における減収や福島原発事故による電力供給量の制限によって

輸送需要が減少し、売上高は5,068百万円（前年同四半期比9.8％減）となりました。３ＰＬ（サード

パーティロジスティクス）部門につきましては、物流センターの取扱量が減少し、売上高は636百万円

（前年同四半期比7.6％減）となりました。この結果、当事業の売上高は10,034百万円（前年同四半期

比6.2％減）、セグメント利益は664百万円（前年同四半期比20.0％減）となりました。
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②不動産事業

当事業につきましては、賃貸物件の料金改定などにより、売上高は1,770百万円（前年同四半期比

5.7％増）、セグメント利益は788百万円（前年同半期比12.7％増）となりました。

③印刷事業

当事業につきましては、婚礼部門について商品単価の上昇が見られるものの震災直後からのキャン

セルや冠婚行事の自粛の影響による受注件数の落ち込みがあり、売上高は7,255百万円（前年同四半期

比2.5％減）、セグメント損失は561百万円（前年同四半期はセグメント損失252百万円）となりまし

た。

④その他

当事業につきましては、建築工事関連において、震災後の復旧工事の受注増加やグループ内の取引と

なりますが人材派遣事業の新たな収益が増加し、売上高は527百万円（前年同四半期比68.0％増）、セ

グメント利益は29百万円（前年同四半期比260.9％増）となりました。

　
(2)財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間における総資産は前連結会計年度末に比べ133百万円減少し、56,776百万円

となりました。主な増減は、現金及び預金が133百万円、減価償却費等により建物及び構築物が333百万円、

機械装置及び運搬具が161百万円減少しております。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ293百万円増加し、46,866百万円となりました。主な増減は、短期

借入金が2,630百万円増加し、支払手形及び買掛金が143百万円、長期借入金が1,942百万円減少しており

ます。

純資産合計は、利益剰余金が370百万円減少し、9,909百万円となり、自己資本比率は17.3％となりまし

た。

　
(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より133百万円減少し、

4,772百万円（前年同四半期比35.2％増）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、366百万円（前年同四半期比20.1％増）となりました。

この主な要因は、減価償却費923百万円、のれん償却額166百万円、法人税等の支払額269百万円などで

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用された資金は、706百万円（前年同四半期は使用された資金879百万円）となり

ました。

この主な要因は、有形固定資産の取得による支出597百万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって得られた資金は、207百万円（前年同四半期比38.1％減）となりました。

この主な要因は、短期借入金の純増額1,200百万円、長期借入による収入3,725百万円、長期借入金の

返済による支出4,237百万円、社債の償還による支出365百万円などであります。

　
(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,720,000

計 48,720,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,180,000 14,180,000
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 14,180,000 14,180,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 14,180,000 ― 2,189,000 ― 32,991
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社オーエーコーポレーション 東京都江東区塩浜２―４―20 7,411 52.26

中央三井信託銀行株式会社 東京都港区芝３―33―１ 620 4.37

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 400 2.82

大同生命保険株式会社 大阪府大阪市西区江戸堀１―２―１ 365 2.57

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１―18―６ 360 2.54

アサガミ従業員持株会 東京都千代田区大手町２―６―２ 226 1.60

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２―２―３ 200 1.41

三菱ふそうトラック・バス株式会社 東京都品川区東品川３―12―１ 150 1.06

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２―10―17 150 1.06

近　藤　一　久 東京都文京区 140 0.99

計 ― 10,022 70.68

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）

― ―
普通株式 24,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,121,000 14,121 ―

単元未満株式 普通株式 35,000 ― ―

発行済株式総数 14,180,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,121 ―

(注) １.　「完全議決権株式(その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株（議決権９個）含ま

れております。

　２.　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が771株含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
アサガミ株式会社

東京都千代田区大手町2-6-2 24,000 ― 24,000 0.2

計 ― 24,000 ― 24,000 0.2

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士　野末昭孝氏及び公認会計士　本橋清彦氏により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,905,833 4,772,619

受取手形及び売掛金 5,497,907 5,612,178

商品及び製品 61,884 59,136

仕掛品 20,859 70,945

原材料及び貯蔵品 611,181 671,321

繰延税金資産 306,431 451,981

その他 827,303 1,108,083

貸倒引当金 △30,830 △20,968

流動資産合計 12,200,571 12,725,298

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,511,635 13,177,912

機械装置及び運搬具（純額） 2,294,075 2,133,037

土地 20,425,032 20,425,032

その他（純額） 1,145,226 1,110,614

有形固定資産合計 37,375,970 36,846,596

無形固定資産

のれん 524,667 357,723

借地権 1,118,526 1,118,526

その他 160,594 182,993

無形固定資産合計 1,803,788 1,659,243

投資その他の資産

投資有価証券 2,018,048 1,922,050

長期貸付金 1,039,340 1,019,632

繰延税金資産 922,945 989,730

その他 2,103,700 2,157,694

貸倒引当金 △554,476 △544,189

投資その他の資産合計 5,529,559 5,544,919

固定資産合計 44,709,318 44,050,759

資産合計 56,909,890 56,776,057
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,082,286 3,938,317

短期借入金 8,844,536 11,474,891

1年内償還予定の社債 731,280 598,880

未払法人税等 257,361 262,422

賞与引当金 459,445 446,365

訴訟損失引当金 8,502 8,502

災害損失引当金 51,594 －

ＰＣＢ廃棄物処理費用引当金 5,300 5,300

その他 2,121,482 2,278,572

流動負債合計 16,561,790 19,013,252

固定負債

社債 1,377,360 1,144,120

長期借入金 21,209,668 19,267,265

再評価に係る繰延税金負債 3,398,391 3,398,391

退職給付引当金 1,436,679 1,531,930

役員退職慰労引当金 946,734 959,138

長期預り金 1,381,584 1,326,980

その他 261,254 225,426

固定負債合計 30,011,672 27,853,253

負債合計 46,573,462 46,866,505

純資産の部

株主資本

資本金 2,189,000 2,189,000

資本剰余金 32,991 32,991

利益剰余金 3,442,135 3,071,913

自己株式 △8,429 △9,066

株主資本合計 5,655,696 5,284,838

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 168,624 107,543

土地再評価差額金 4,403,013 4,403,013

その他の包括利益累計額合計 4,571,637 4,510,557

少数株主持分 109,093 114,155

純資産合計 10,336,428 9,909,551

負債純資産合計 56,909,890 56,776,057
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 ※1
 19,292,636

※1
 18,571,253

売上原価 ※1
 15,600,486

※1
 15,319,681

売上総利益 3,692,149 3,251,572

販売費及び一般管理費

役員報酬 239,075 243,049

給料及び手当 1,226,115 1,188,751

賞与 195,919 167,545

退職給付費用 68,982 98,196

役員退職慰労引当金繰入額 28,839 31,404

その他 1,649,295 1,582,768

販売費及び一般管理費合計 3,408,227 3,311,715

営業利益又は営業損失（△） 283,921 △60,143

営業外収益

受取利息 15,601 15,069

受取配当金 46,130 37,374

貸倒引当金戻入額 － 18,385

その他 55,564 64,446

営業外収益合計 117,296 135,276

営業外費用

支払利息 278,491 268,003

社債利息 13,033 9,552

その他 35,536 15,532

営業外費用合計 327,060 293,088

経常利益又は経常損失（△） 74,158 △217,954

特別利益

固定資産売却益 1,799 17,254

受取補償金 － 107,013

貸倒引当金戻入額 44,432 －

特別利益合計 46,232 124,267

特別損失

固定資産売却損 5,333 3,023

固定資産除却損 123,294 1,454

投資有価証券評価損 2,176 1,458

災害による損失 － ※2
 46,860

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,626 －

特別損失合計 138,430 52,797

税金等調整前四半期純損失（△） △18,040 △146,484

法人税、住民税及び事業税 223,805 274,365

法人税等調整額 △71,619 △172,448

法人税等合計 152,185 101,916

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △170,226 △248,401

少数株主利益 2,853 8,561

四半期純損失（△） △173,079 △256,963
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △170,226 △248,401

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △216,340 △61,080

その他の包括利益合計 △216,340 △61,080

四半期包括利益 △386,566 △309,481

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △386,566 △309,481

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △18,040 △146,484

減価償却費 867,442 923,745

のれん償却額 166,944 166,944

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,626 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △154,014 △10,511

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,297 △13,079

災害損失引当金の増減額（△は減少） － △51,594

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32,628 95,250

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 28,839 12,404

受取利息及び受取配当金 △61,732 △52,444

支払利息 291,524 277,555

為替差損益（△は益） 661 324

固定資産売却損益（△は益） 3,533 △14,230

固定資産除却損 123,294 1,454

投資有価証券評価損益（△は益） 2,176 1,458

受取補償金 － △107,013

災害損失 － 46,860

売上債権の増減額（△は増加） △35,479 △106,239

たな卸資産の増減額（△は増加） △72,921 △107,477

仕入債務の増減額（△は減少） 102,995 △173,904

未払消費税等の増減額（△は減少） △105,358 68,318

その他 55,055 46,810

小計 1,215,878 858,149

利息及び配当金の受取額 61,787 52,543

利息の支払額 △294,262 △283,362

受取補償金の受取額 － 107,013

災害損失の支払額 － △98,455

法人税等の支払額 △678,062 △269,304

営業活動によるキャッシュ・フロー 305,341 366,583

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 1,476 －

有形固定資産の取得による支出 △947,882 △597,624

有形固定資産の売却による収入 3,151 20,644

固定資産の除却による支出 △5,253 △1,259

無形固定資産の取得による支出 △15,580 △27,713

投資有価証券の取得による支出 △5,802 △6,427

敷金及び保証金の差入による支出 △7,349 △9,193

敷金及び保証金の回収による収入 11,223 12,893

会員権の取得による支出 － △60,000

貸付けによる支出 － △25,090

貸付金の回収による収入 25,762 39,397

長期預り金の返還による支出 △83,841 △70,722

長期預り金の受入による収入 1,619 16,118

その他 143,450 2,310

投資活動によるキャッシュ・フロー △879,026 △706,665
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 900,000 1,200,000

長期借入れによる収入 4,046,635 3,725,000

長期借入金の返済による支出 △4,145,473 △4,237,048

社債の償還による支出 △353,140 △365,640

自己株式の取得による支出 △202 △636

配当金の支払額 △113,272 △110,982

少数株主への配当金の支払額 － △3,500

財務活動によるキャッシュ・フロー 334,547 207,193

現金及び現金同等物に係る換算差額 △661 △324

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △239,798 △133,213

現金及び現金同等物の期首残高 3,769,073 4,905,833

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,529,274

※1
 4,772,619
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

  １  偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

　
当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

(株)オーエーコーポレーション 858,250千円　 (株)オーエーコーポレーション 842,750千円

　

  ２  貸出コミットメント契約

当社の連結子会社であるアサガミプレスセンター㈱において、設備投資資金の調達を行うため、取引銀

行１行と貸出コミットメント契約を締結しております。この契約に基づく前連結会計年度及び当第２四

半期連結会計期間の借入実行残高は次のとおりであります。

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

貸出コミットメントの総額 450,000千円 450,000千円

借入実行額 365,000千円 450,000千円

差引額 85,000千円 ―千円

　

  ３  財務制限条項

当社の連結子会社であるアサガミプレスセンター㈱が締結している貸出コミットメント契約には以下

の財務制限条項が付されており、当該条項に抵触した場合には、契約上のすべての債務について期限の利

益を喪失する可能性があります。

①各年度決算期の末日における当社の損益計算書及び連結損益計算書の経常損益の金額をマイナスと

しないこと。

②各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセンター㈱の貸借対照表の純資産の部の合計額を平成

21年３月期決算末日または前年度決算末日の純資産の部の合計のいずれか大きいほうの70％以上維

持すること。

③各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセンター㈱の損益計算書の税引後当期純利益の金額を

マイナスとしないこと。

　

(四半期連結損益計算書関係)

  ※１  売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）
　

一部の子会社の売上高は、通常の営業形態として下期に受注が集中するため、第２四半期連結累計期間

の売上高及び営業費用が下期と比較して著しく少なくなる傾向にあります。

　

  ※２  災害による損失は、平成23年３月11日の東日本大震災により被災した資産の修繕費であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 3,529,274千円 4,772,619千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

―千円 ―千円

現金及び現金同等物 3,529,274千円 4,772,619千円

　

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 113,272 8 平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 113,257 8 平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
物流事業 不動産事業 印刷事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,699,829918,0347,439,40819,057,271235,36419,292,636

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,141 756,962 550 759,65478,906838,560

計 10,701,9711,674,9967,439,95819,816,926314,27120,131,197

  セグメント利益又は損失
（△）

830,378700,243△252,2821,278,3398,1301,286,470

(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業及び人材派遣事業を含ん

でおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,278,339

「その他」の区分の利益 8,130

セグメント間取引消去 2,035

全社費用(注) △1,004,583

四半期連結損益計算書の営業利益 283,921

(注)  全社費用は、本社の管理部門に係る費用であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

アサガミ株式会社(E04323)

四半期報告書

19/24



　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
物流事業 不動産事業 印刷事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,031,365987,4957,255,59818,274,459296,79418,571,253

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,859 783,322 383 786,565231,1781,017,744

計 10,034,2241,770,8177,255,98219,061,024527,97319,588,997

セグメント利益又は損失
(△）

664,550788,979△561,309892,22129,342921,563

(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業及び人材派遣事業を含ん

でおります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 892,221

「その他」の区分の利益 29,342

セグメント間取引消去 5,286

全社費用(注) △986,993

四半期連結損益計算書の営業損失 60,143

(注)  全社費用は、本社の管理部門に係る費用であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

　　１株当たり四半期純損失金額 12円22銭 18円15銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(千円) 173,079 256,963

    普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 173,079 256,963

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,158,824 14,156,871

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないこと、また１株当たり四半期純損失の

ため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月９日

アサガミ株式会社

取締役会  御中

　

　野末公認会計士事務所

　 　 公認会計士    野    末    昭    孝    印

　
　本橋公認会計士事務所

　 　 公認会計士    本    橋    清    彦    印

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサガミ
株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成23
年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アサガミ株式会社及び連結子会社の平成23年９月
30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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